
神奈川県薬剤師連盟の近年の活動成果 

 

本連盟は、薬剤師・薬局が抱える諸問題を神奈川県議会議員、国会議員に直接訴え政策実現に向

けて活動しております。 

コロナ禍では、薬剤師・事務職への慰労金（3 万円）、薬局への薬剤配送・抗原検査キット無料

配布の協力金等が支給されました。これは、これまで築き上げてきた県議との良好な関係のもと結

びついた成果であります。 

令和 4年からは物価高騰支援として薬局へ光熱費等の支給も実現しました。 

令和 4年度 10万円、令和 5年度上半期 3万円、下半期 3.3万円、6年度 4・5月分 1万円、8月

～3月分 4.8万円が支給されました。令和 8年 1月 30日には「医療・介護等支援パッケージ」等に

係る支援金について厚労省より発表があり、神奈川県の令和 7年度補正予算より、物価高騰支援

金、物価支援金、賃上支援金が支給されることが決定しました。これは、令和 7年 12月に三師会

会長、連盟会長合同で県副知事へ陳情に行ったことの成果でもあります。 

また、神奈川では令和 2年より国へ要望していた緊急避妊薬の市販化ですが、令和 7年 8月から

試験販売が実施され、10月には厚労省が正式承認しました。そして、令和 8年 2月より研修を受講

した薬剤師に限り、薬局での販売ができるようになりました。 

 

＜令和７年自民党・公明党への政党要望＞  

国への要望 

① 認定薬局制度の普及に向けた周知および支援の強化 

神奈川県への要望 

① オンライン資格確認促進 

② 地域医薬品提供体制に関する協力 

③ 県内の医薬品流通に関する支援 

④ 電子処方箋応需に関する実務的支援 

⑤ 多重受診防止における薬剤師会の取組と支援の必要性 

⑥ 健康増進業務への支援 

⑦ 薬局が少ない地域の支援 

 

 

＜令和６年自民党・公明党への政党要望＞ 

国への要望 

① オーバードーズの原因となる医薬品の販売方法 

② 開局時間外の休日及び深夜における調剤等の対応 

（いわゆる 24 時間対応） 

神奈川県への要望 

① 電子処方箋運用に関する費用 

② 薬局機能の公開に関する費用 

③ 医療措置協定における感染対策研修開催 

④ 医薬品適正使用等に係る普及啓発活動の持続的な実施 


